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昭和５７年（１９８２年）に松山西交通安全協
会生石支部に登録しました。古い時代？のみどりの

おばさんです。

当時、女性協会員は１０名ほど所属していて、交通安全週間

になると、吉田浜交番の駐車場にテントを張って、一日中誰か

が車、歩行者の安全を見守っていました。

歴代の支部長に指導され、４０数年が過ぎましたが、支部員

さんの協力のお陰で、５年前「緑十字銀賞」の栄誉を頂きまし

た。本来であれば皇居にて授賞式が行われるのですが、新型コ

ロナウイルス禍だっため、各県での個別表彰となりました。私

は、松山西警察署の署長室で署員の皆様に見守られながら、一

人で表彰を受け緊張したのを覚えております。

今後は、命の大切さを説きながら、生石支部長として生石地

区の交通安全を見守って行きたいと思っています。

松山西交通安全協会 生石支部長 大内 真知子（談）

〇天草 ５０ｇ

〇水 ７カップ 〇酢 １５ｃｃ

〇かけ汁（ 醤油、わさび、練りからしなど

お好みに合わせ適量！）
＜作り方＞

＜材 料＞

ところてん作ってみませんか！？
生石地区の交通安全を見守り４１年！
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陽光桜植樹式（高岡側）

① 天草はよく洗い、鍋に分量の水に浸し
火にかける。

② 沸騰したら酢を入れ、ときどき混ぜな
がら溶かしていく。

③ ②をこし袋に入れてこす。
④ こし汁をながし器に入れ冷やし固める。
⑤ 固まったら天つき器に入れる大きさに
切り、うどん状につき、好みのかけ汁
で食べる。

長谷川 妙子（記）
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用水路合流点

道路全面冠水

昨年発生した豪雨による生石地区内生活道路の冠水状況

昨年（２０２４年）１１月２日に発生した豪雨
（短時間降水量；約１００ｍｍ／ｈ）により発生
した、地区内生活道路の冠水状況を、各地区関係
者より、まち協生活安全部に寄せられた情報を基
に、本号で冠水マップを作成しました。未だこの
マップに反映されていない箇所もあるかとは思い
ますが、まずは、今回得た情報を共有することで、
今後の豪雨時への備えや、我が身を守る安全行動
につなげていただけたらと思います。

石本 隆廣（記）

（発生日；２０２４年１１月２日）
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昨年１１月２日、生石地区ではこれまで経験したことのない集中豪雨にみまわれました。

生活安全部では、重点目標として「災害に強いまちへの取り組み強化」を掲げて種々の活動を

行っています。

２年前からは「各家庭における防災備蓄品の充実」をテーマとして、各地区ごとに講演会を開催

し、どんな備蓄品が必要かを説明したチラシを各世帯へ配布してきました。

一方で各地区の自主防災会も防災訓練や防災の啓蒙活動も行われていますが、生活安全部から生

石地区自主防災組織連合会へは、避難所の開設要領や避難行動要支援者対策も提案してきました。

住民の皆さんは、これらの活動から、何が自分自身を守る為に必要であるかを理解し、災害発生時

には是非役立たせていただくようにお願いします。 生活安全部長 面代 悦男（記）

北吉田町溝北 １
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～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２
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松山市高岡町３０２-２
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松山市南吉田町６１８
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医療法人ミネルワ会

４月２６日（土）生石公民館大会議室において、生石地区まち

づくり協議会総会が開催されました。出席者４０名、委任状・書

面賛成者２３名により総会成立。前年度の事業・決算報告、およ

び今年度の事業・予算計画案が提案され、審議可決されました。

また事業報告では、昨年迎えた設立１０周年記念行事が無事終

了したことも報告されました。さらに、今後１０年間の地域づく

りの指針となる「第２次生石地区まちづくり計画」が発表され、

地域の未来に向けた新たな一歩を踏み出しました。

栗原葉子（記）

第２次生石地区まちづくり！地域の未来に向け新たな一歩！

第２次生石地区まちづくり協議会総会

掩体壕の語り部・メンバー２名加わりました！

本年度、生石地区まちづくり協議会の事務局長に就任しました。私は、まち協の初期段

階より、先輩方の後方で活動を続けておりまして、昨年、まち協は１０周年を迎えました。

「あっという間だったな、でも色々なことを経験させてもらったな。」という感謝の気持

ちでいっぱいです。

私は、生まれ育った生石地区が大好きです。まち協は、地区の皆さんを繋ぐ様々な活動を続けており、そのお

手伝いが出来るのはとても嬉しいです。活動は楽しくすることが大切だと思います。私らしく明るく元気に頑張

りますので、よろしくお願いします！！ 事務局長 向井かおり（記）

生石地区が大好き！地区の皆さんをつなぐ活動をめざして！

見学児童たちを掩体壕
の前で出迎え！

近江優子さん（左）と角谷光子さん

まちづくり協議会では松山市から掩体壕の管理を委託され、語り部活

動を行っています。この語り部ボランティアに、近江優子さんと角谷光

子さんが新しく仲間入りされました。

6月４日(水)番町小学校の６年生６３名が掩体壕を訪れ、近江さんの

わかりやすく丁寧な説明を聞きながら熱心にメモをとっていました。説

明後に「天井の白い傷はなぜできたのですか？」「極天隊って書いて

いるのはどういうことですか？」「戦闘機は何人でいたのですか？」

などたくさんの質問が出ました。今回は語り部メンバー５名が揃ってい

たので、子どもたちもたくさんのグループに分かれて見学ができました。

小学生が帰った後、掩体壕の管理者西本さおりさんと語り部のメン

バーで、資料の案内の仕方や新しい情報などを共有し、研修を兼ね意見

交換をされていました。 藤井智恵（記）
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５月１１日（日）久保田町では、恒例の防災訓
練が行われました。町内放送による訓練放送を合
図に、一時避難所に集合後、負傷者を想定した人
をリヤカーで搬送するなどして、履脱天満宮広場
へと移動。全員が集合した後、参加者点呼（４２
名）や訓練内容説明の後、西消防署西部支署員４
名の皆さんの指導の下訓練開始。
訓練終了後、西部支署員の三浦様より総評があ

り、防災訓練は『繰り返し訓練することで、いざ
という時に役立つものになる』今後も機会があれ
ば訓練に参加して、いざという時に役立つスキル
を身に着けて欲しいと述べられていました。

石本隆廣（記）

☆７／１９ （土）チャレンジ・ザ・ゲーム

☆７／２０ （日）生石八幡神社夏祭り

☆１０／４ （土）西中学校体育大会

☆１０／７ （火）松山秋祭り

☆１０／１１（土）さくら小学校運動会

☆１０／１９（日）生石地区体育祭

☆１１／ ３（月）生石地区文化芸能祭

防災訓練・いざという時に役立つスキルアップ！

６月１日（日）生石小学校体育館で行われた令和７年度第
３９回生石地区対抗レクバレーボール大会は、６分館が参加
して行われ、白熱する試合あり、わきあいあいの試合ありと、
笑顔と声援が飛び交う楽しい時間でした！
結果、優勝；高岡分館、準優勝；南吉田分館、３位；北吉

田分館でした。みんなの熱いプレーに拍手がいっぱいの一日
でした。 栗原 葉子（記）

和気あいあい！笑顔と声援飛び交うレクバレーボール大会

熱戦制し北吉田分館優勝！！

4月の人事異動により生石公民館主事
に着任しました森 正和（もり まさか

ず）と申します。地域に密着した仕事に携われる
ことにやりがいを感じています。地域の皆様が愛
着を持てる公民館となりますよう魅力的な事業を
企画していきたいと思いますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

生石公民館主事・４月から

森 正和さんが着任しました！

5月１８日（日）に帝人グラウンドにおいて、第

６１回生石地区青壮年ソフトボール大会が行われ、

６分館での対抗戦となりました。今年は、若い人の

参加や女性の参加者も多く、柵外ホームランも出る

など、大変盛り上がりました。

試合は強豪チーム北吉田分館の圧勝かと思われま

したが、決勝戦では富久分館が健闘し、目が離せな

い試合展開となり、結果は１１対８で北吉田分館が

優勝、富久分館が準優勝となりました。選手の皆さ

ん、たいへんお疲れ様でした。 栗原葉子（記）

富久分館大健闘・惜しくも準優勝！

こまめな水分補給 直射日光を避けよう エアコン・扇風機活用

暑くなったら冷やす 適度な運動 十分な睡眠と食事

去年１１月１日発行の第３３号で「防災」をテーマに
して特集を組みましたが、１１月２日の昼ごろ、「生石
地区」は線状降水帯の発生による集中豪雨にみまわれま
した。今までに経験したことのない大雨で多くの道路が
冠水しました。防災士の面代悦男さんほか多数の方々か
ら情報をいただき２面に特集しました。是非ご覧くださ
い。 門田慎二（記）
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